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音

TOWNS TOPICS10月 4日

「旅行はだれと行きたいですか？」
との質問に答える参加者

ネタを交えながら、生徒と触れ合う
アントキの猪木さん

　

市
で
は
、
み
ん
な
で
男
女
共
同
参
画
を

考
え
る
機
会
に
と
、
ス
ー
パ
ー
主
夫
と
し

て
執
筆
・
講
演
活
動
を
し
て
い
る
山
田
亮

り
ょ
う

氏
を
講
師
に
招
き
、
多
目
的
会
館
で
講
演

会
を
開
催
、
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

母校に「元気ですか～！」

　

タ
レ
ン
ト
の
ア
ン
ト
キ
の
猪
木
さ
ん

（
本
名 

小こ
ま
つ
ば
ら

松
原
裕ゆ

た
かさ

ん
）
が
、
母
校
の
下

稲
吉
中
学
校
に
講
演
の
た
め
に
訪
れ
、
生

徒
や
保
護
者
を
前
に
、「
人
生
の
大
事
な

場
面
で
の
選
択
」
を
テ
ー
マ
に
、
熱
い
ア

ン
ト
キ
の
流
「
生
き
方
」
を
伝
え
ま
し
た
。

10月 28日 男女共同参画講演会

リクガメの愛称は “アルディー” に決定

水
族
館
で
名
付
け
親
に
記
念
品
贈
呈

　

水
族
館
の
リ
ク
ガ
メ
（
ア
ル
ダ
ブ
ラ
ゾ

ウ
ガ
メ
）
の
愛
称
を
募
集
し
、
約
３
０
０

の
応
募
の
中
か
ら
、
石い

し
い井
浩こ

う

大だ
い

さ
ん
（
日

立
市
・
９
歳
）
が
選
ば
れ
、
記
念
品
の
花

束
と
亀
の
ぬ
い
ぐ
る
み
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

決
定
し
た
愛
称
は
、「
ア
ル
デ
ィ
ー
」で
、

浩
大
さ
ん
は
、
亀
の
種
類
か
ら
「
ア
ル
」

を
と
り
、
女
の
子
だ
か
ら
「
デ
ィ
ー
」
を

つ
け
た
」
と
受
賞
を
喜
び
な
が
ら
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
に
よ
る
と
「
県
が
進
め
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
夏
休
み
に
家

族
そ
ろ
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
見
て
歩

き
、
そ
の
際
た
ま
た
ま
水
族
館
を
訪
れ
愛

称
募
集
の
こ
と
を
知
り
応
募
し
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
。　

　

ア
ル
デ
ィ
ー
は
、
甲
長
70
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
体
重
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
野
菜
や
た

ん
ぽ
ぽ
の
葉
を
好
ん
で
食
べ
、
週
に
１
度

の
散
歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。　

今
で
は
、

水
族
館
の
人
気
者
と
し
て
お
客
さ
ん
の
来

場
を
入
り
口
で
お
出
迎
え
し
て
い
ま
す
。

10月 5日

石井さん（右）と西川館長

両地区で敬老式典を開催

小
町
さ
ん
の
歌
声
に
歓
喜 

　

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
９

月
15
日
千
代
田
地
区（
千
代
田
公
民
館
）、

10
月
11
日
に
霞
ヶ
浦
地
区（
体
育
セ
ン

タ
ー
）で
敬
老
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
88
歳

の
米
寿
、
99
歳
の
白
寿
、
１
０
０
歳
を
迎

え
た
方
々
の
表
彰
を
行
な
い
、
長
寿
を
祝

い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
式
典
後
の
余
興
に
那
珂
市
で

活
躍
す
る
70
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団

「
た
っ
つ
あ
い
」を
お
招
き
し
、
那
珂
市
に

伝
わ
る
昔
話
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
演

劇
を
観
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
小
町
雪
乃

さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
を

降
り
て
歌
う
小
町
さ
ん
と
握
手
を
交
わ
し

な
が
ら
、
歌
声
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
抽
選
会
で
は
、
１
等
の

血
圧
計
を
は
じ
め
、電
気
毛
布
、電
気
マ
ッ

ト
な
ど
が
商
品
と
し
て
、
当
選
者
に
配
ら

れ
ま
し
た
。

10月 11日

歌謡ショーに出演した小町雪
乃さんと握手を交わす参加者

9月 15日

　

皇
太
子
徳な

る
ひ
と仁
親
王
殿
下
が
、
国
民
文

化
祭
市
主
催
事
業「
帆
引
き
船
フ
ェ
ス

タ
」の
視
察
の
た
め
、
あ
じ
さ
い
館
に
来

館
さ
れ
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
は
、
１
日
に
水
戸
市
の

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
国
民

文
化
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
出
席
さ
れ
、
２
日
に
水
戸
市
内

の
ホ
テ
ル
か
ら
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
を

経
由
し
、
あ
じ
さ
い
館
に
到
着
さ
れ
ま

し
た
。

　
〝
帆
引
き
船
と
霞
ヶ
浦
〞を
テ
ー
マ
と

し
た
絵
画
や
写
真
に
彩
ら
れ
た
あ
じ
さ

い
館
ホ
ー
ル
で
、
５
分
の
１
縮
尺
の
帆

引
き
船
模
型
を
見
な
が
ら
、
仕
組
み
や

歴
史
な
ど
の
説
明
を
受
け
ら
れ
、
帆
の

素
材
や
滑
車（
せ
み
）の
使
い
方
に
つ
い

て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
模
型
作
り
教
室

を
ご
覧
に
な
り
、
優
し
い
言
葉
を
か
け

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
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平成 20年度有害鳥獣捕獲事業を終了

カ
ラ
ス
・
カ
ル
ガ
モ
・
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲

市
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
カ
ラ
ス
、
カ
ル
ガ

モ
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
農
作
物
へ
の
被
害
を
減
ら

し
生
産
者
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
茨
城

県
猟
友
会
霞
ヶ
浦
支
部
（
服は

っ
と
り部

長ち
ょ
う
ざ
え
も
ん

左
衛
門

支
部
長
）
な
ら
び
に
同
石
岡
支
部
千
代
田

部
会
（
小こ

や
ま山
昌ま

さ
と
し利
部
会
長
）
が
委
託
を
受

け
て
行
な
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

　

特
に
、
霞
ヶ
浦
地
区
は
カ
ル
ガ
モ
に
よ

る
蓮
根
の
被
害
が
、
ま
た
、
千
代
田
地
区

の
雪
入
な
ど
山
間
の

地
域
で
は
、
イ
ノ
シ

シ
が
春
や
稲
の
収
穫

時
期
に
ふ
も
と
に
下

り
て
き
て
、
畑
や
稲

な
ど
を
荒
ら
す
被
害

が
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
捕
獲

を
実
施
し
て
い
る
こ

と
で
、
農
作
物
へ
の

被
害
が
軽
減
さ
れ
て

い
ま
す
。

10月 26日

捕獲されたイノシシ

霞ヶ浦地区 千代田地区
春 秋 春 秋

カラス 152 190 ー 195
カルガモ 170 ー ー ー
イノシシ ー ー 17 12

地区
時期

鳥獣

平成 20年度有害鳥獣捕獲数

あじさい館や国道 354号線沿いではたくさん
の方が皇太子殿下をお迎えしました。

「帆引き船フェスタとは」
国内最大の文化の祭典、国民文化祭が、11月１日から９日にかけ
て茨城県で開催されました。
市では平成 18年 10月から実行委員会を組織し準備にあたってき
ました。“帆引き船と霞ヶ浦”をテーマにあじさい館と郷土資料館

において、小学生や文化団体、講座受講生の制作したさまざまな作品の展示、帆引
き船の歴史・帆引き網漁法の発明者本市出身の折本良平の足跡などを紹介しました。
また、９日は、音楽・ダンス・伝統芸能などの発表と、帆引き船の模型づくりなど
の体験教室、物産展などの催しものを開催しました。11月2日に志戸崎漁港から

特別操業した七色の帆引き船

県環境科学センター内 あじさい館玄関前あじさい館ホール
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